
 　  ■対象者：伊達地方の医療、介護従事者、行政職

 　  ■参加者：132名、■アンケート回答者：103名、■回答率：78％

　【令和７年度 伊達地方在宅医療・介護連携支援センター　医療介護多職種連携研修会】

　　■開催日時、場所：６月２５日（水）１８時３０分～２０時　伊達市保原市民センター

伊達市, 70

桑折町, 8

国見町, 14

川俣町, 11
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②.回答数（職種別内訳）
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大変満足

48%
満足

52%

③.研修会の満足度

大変満足 満足

非常に適切だった

53%

適切だった

44%

どちらとも言えない

3%

④.グループワークのテーマ適切度

非常に適切だった 適切だった どちらとも言えない
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十分に交流できた

53%

ある程度交流できた

45%

あまり交流できなかった

2%

⑤.グループワークでの交流度

十分に交流できた ある程度交流できた あまり交流できなかった

非常に役立つと感じた

63%

ある程度役立つと感じた

37%

⑥.今回の研修会が今後の多職種連携に

役立つと感じたか？

非常に役立つと感じた ある程度役立つと感じた
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⑦ 研修会全体を通じてのご意見等を自由にお聞かせ下さい。（自由記述）

・普段、話をすることのない地域の多職種の方々の話を聞けて良かったです。

・ICTはケアマネ中心に展開すると良いかも

・自治体の方の参画も、消防の方の参画も。

・非常にためになった。

・とても楽しい研修で勉強になりました。ありがとうございました。

・今までは、リモートでの研修の多い中、顔の見える関係、とても良かった。

・また顔の見える機会をよろしくお願いします

・皆さんの思いが話し合いの中で伝わりました。ありがとうございました。全体の司会良かったです。

・多職種による体験談の内容が、自分も体験した内容だったためグループワークがしやすかった。

・普段の連携先の方の顔がみれて良かったです。

・職種の違う方からの視点で意見がきけてよかったです。

・あまりかかわることがない職種の方と意見交換ができて良かった。

・顔をあわせて意見交換ができる場をいただきありがとうございました。とても、勉強になりました。

・フランクな雰囲気で意見交換ができて良かった。

・自分にできる能力の限界を超えたときに頼れる方がたくさんいると、再確認できた。

・貴重な機会を頂き、有り難うございました。

・顔の見える連携が出来て良かった。

・いろいろな職種、事業所の方と直接会ってお話をすることができて、日頃の状況など知ることができた

・普段お話できない方などとお話できてよかった。

・多職種の連携の必要性を強く感じました。

・参加できてよかったです。

・多職種の方と情報を共有することができて大変、勉強になりました。

・みんな情報共有が課題で、スビーデイかつ簡単にできるといいなと思いました。

・病院スタッフとじっくり話す機会が少ないのでとても有意義なものになった

・普段関わることが少ないので、みなさんと情報交換もできて良かった

・楽しいひとときでした。また、参加します。

・普段なかなか会う機会がない職種の方や、はじめましての方もお会いできて、沢山の話ができて、

　大変よかったです。

・普段関わりのない多職種と関われたこと、普段話をしない内容や意見、考えを聞けたことがいい機会には

　なった。

・それぞれの専門職の方の意見を聞くことで、どんな視点で物を見て、何を考え、何を悩み 何を期待して

　いるのかが少し分かったような気がします。それぞれの職種が、声に出して話をすることの重要さを

　強く感じました。全ては地域の方々のために。

・情報の共有、顔の見える関係作り、分かっているが現時点はでは難しいかもしれないですが、

　みなさん同じ気持ちであることが分かりました。

・顔のみえる関係性が深められたことが一番良かった。

　地域にどのような方がどのような考えでサービスを提供しあっているのか理解が深まる。

・多職種で同じテーマで話し合う事で、様々な視点からの意見交換が行えとても良い経験ができました。

　普段電話でしかお話しした事が出来ない方も多く、このような会で、実際お会いでき交流が持てたことに

　感謝致します。

・伊達市には高齢者だけでも約2万人の介護認定者がいますが、沢山の医療介護の方々に、日々支えられて

　いることを実感しました。介護の施設では、ICT化や介護物品の変化など、介護される人も、介護する人

　もより良い状態で過ごせるようにと、研究や開発が進んでいる事がわかりました。
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・同業種でもグループワークしてみたい

・顔の見える関係がとても良かったです。

・楽しかったです。

・勉強になりましたし、色々な意見交換ができ、楽しかったです。

・様々な分野の方と交流できるのは、とても貴重な機会でした。

・研修の内容　進行良く、多職種の方としっかり話

・もっとグループで自由にコミュニケーションができる時間が欲しいです

・グループワーク　よかったです。

・進行がスムーズで素晴らしかった。思ったより深く広く話が聞けた。

・グループワークは何回かメンバーを交換できるとより多くの方と交流できると感じました。

・他の職種の方の意見が聞けて、とても勉強になり、自分に足りないものが分かった。

・時間通りに進行したのが良かったと思います。

・グループ分けが職種がバラバラになっており、これだけ大規模だと今まで知らなかった話を聞けました。

・顔を合わせて話せる機会は、大事だと思った。

・内容についてもっと深める事ができれば良いと感じた。

・普段あまり関わることのない多職種と、対面で話し合いができ、大変勉強になりました!

・もっと時間があれば良かったか？

・盛りだくさんすぎて、時間が足りなかったでしょうか。しょうがないかと思いますが。

・グループワークの進みは良かったと思う。

・多職種の方と会う機会がとても良かった。

・それぞれの業務の中で、合った話を伺うことが出来たので、とても勉強になりました。

・日頃、話をしない人達と話せて良かった。困ったことがあったらまずは、電話して相談したいです。

・他の地域の多職種の方と交流したい。医.介護以外の多職の方との連携を望みます。

・グループワークが嫌いなので、グループワークと発表は無しでお願いします。

　時間帯も考えて民生委員や警察消防など参加してほしい。

・コロナで他職種連携が途切れてしまったように感じる。

　伊達サポさんが創設されたのをきっかけに、再構築できたら嬉しいです。期待しています。

・顔の見える関係づくりとしての良い機会となった。

　各事業所が不便と感じているところを共有することができた。

・他の職種の方とお話することができ良かったです。

・歯科医師や行政、医療相談員、通所事業所の方々がメンバーでしたが、実施地域内のメンバーだと

　更に良かったかと思いました。また、それぞれの立場から様々な意見が聞けたことで、

　今後の業務に役立てたいと思います。

・やはり、対面での研修はそれだけでも実践につながると感じます。日頃の業務の悩みなどを共有できて、

　とても有意義でした。ありがとうございました。

・普段接する機会が少ない職種、職場の方々とグループワークで意見交換ができ、とても有意義でした。

　他職種連携の重要性を改めて認識できました。対面での研修、とても良かったです。

・スピーディーな進行でとても良かったです。

　テーマごとにグループを変えるやり方だと、もっとたくさんの人と交流できたのではないかと思います。

・日々の業務でいろいろな職種の方と接しさせて頂く機会があるが、普段接する機会が少ない地域の方と

　交流できて良かった。

・ファシリテーターの方のグループワーク導入の説明場の設定により、緊張がほぐれた状態で

　ディスカッションが行えた。

・連携の仕方、方法がもっとスムーズになるといい。

　この橋渡しの役割は、誰が行ってくれるのか？窓口になってくれる機関、人はいるのか
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・多職種の方と話が出来て良かったです。

・多職種の方々の話がきくことができる貴重な機会でした。

・多職種の情報が聞けてよかったです。

・顔を見ながら話せる機会があって良かった。

・とてもスムーズで良い司会進行でした。お疲れさまでした。

・医療、介護ごとでの統一テーマを決め、医療、介護のギャップを埋めることもよいと考えます。

・今まであまり交流の無い職種の方と繋がれたのがよかったです。

・何回でもこの様な会を開催して欲しい

・連携したいです。

・未来につながることがたくさん出ました。一つでも実現できますようお願い致します。

・相談業務

・定期的このような顔合わせができるといいなと思います。

・顔の見えるネットワークづくり

・ネットワークツール

・すべての高齢者が安心して暮らせるように相談できる場の情報があるとありがたい。

・多職種共通でタイムリーに情報共有できるツールがあると良い。

・近隣住民のサポート情報が必要なときは、利用して欲しい。

・いろいろな方々がアクセスしやすくて、分かりやすいツールがあるとうれしいです。

・高齢者独居　認知症の方が安全に、在宅で安全に過ごせるようにしてほしいです。

・すぐに連携できるようになれるといいなと思いました。

・若年者　中・高生との交流をして医療介護に興味を持ってもらえるような働きかけができると良い。

・情報交換の機会がほしいです。

・顔の見える連携へつながる研修など

・多職種と出会える場があると良いと思います。

・もっと密な連携を手軽にとれますように。

・多職種連携をもっと深めていきたい

・今後も数多くの研修実施を希望します。

・このような企画が年に1～2回あると良いです。

・是非続けて下さい。

・地域住民の声や、各種専門職の悩みや思いを取りまとめてそれを再び地域の方々に返す役割を担うことを

　期待します、

・テーマで話した内容を、実現するための具体的な会議などのアクションに、つなげられると良いと

　思いました。

・グループメンバーの発表で、伊達サポでそんなことまでして下さるんだ。と思った内容がありました。

　業務の領域を超えた場合、とにかく相談できる窓口と考え、駄目でもともとくらいに相談してみよう。

　と思いました。よろしくお願いいたします。

⑧今後、地域における医療介護多職種連携を進める上で、伊達地方在宅医療・介護連携

　支援センターへ期待することがあれば教えてください。（自由記載）

・美味しく安全に食べるため、誤嚥性肺炎を予防するために、口腔ケアの必要性を皆様に知って頂き、多職

　種で連携していきたいです。伊達市周辺で訪問歯科、往診対応を行っている歯科医院リストがあると、

　歯科医療機関と連携が取りやすくなると思いました。利用者様ごとに、利用している様々なサービスと

　医療機関が一目で解り、サービス機関が情報交換と連携が行えるように、連絡先を記載した統一書式、

　ツール、アプリなどがあると良いと思いました。研修会に参加させて頂きまして、ありがとうございまし

　た。今後も研修会に参加したいと思っておりますので、何卒よろしくお願いいたします。
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・今後も顔の見える研修会を行ってほしい。

・前記、上記のことをぜひ行っていただきたいです。

・施設でのACPへの取り組みや課題について知りたい。

・多くのグループで情報共有したいとの声があがった。次にあるなら使い方を教えてほしい。

・身近に話せる存在でいてください

・いろいろな人と話をしていきたいと思います。

・災害、BCPの話、イベントがあると嬉しいです。

・定期的な今回のような集合研修企画

・ICTツールの話がおおいので、ICTの推進があると良いと思う。

・制度についての話し合い

・多職種との連携が、とりやすくなるような機会があると良いと思いました。

・伊達サポさんとの連携について、事例を通して学びを深めていけると実践につなげられるのではないか

　と考えました。これからも宜しくお願いします。

・伊達市で連携のツール一つにしてほしいです。色々ありすぎ。お金がかかるツールは大変、、、
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